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資料-２

第１回 わかりやすい洪水・渇水の表現検討会

説 明 資 料

平成１５年８月８日



2

背景、目的
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背景、目的

集中豪雨の頻発・地球温暖化への懸念、追いつかない整備

洪水・渇水時の的確な対応と計画的・重点的な整備が必要

○洪水時の住民へのわかりやすい情報の提供

○住民のニーズに基づき整備を進めるには、
まず住民の理解が必須

→住民が避難等の行動を起こすのに的確な情報提供

→施設整備によって何がどうかわるのかの情報提供・共有

洪水・渇水の際にどのような被害が発生するのか
→ 生活実感を伴うわかりやすい表現を用いて整理

そのためには、まず住民からの視点で

特に住民との関係では
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自分の身の回りはどうなるの？
ダムの建設，河川の改修等
で治水安全度を1/30

そうすると計画的な整備

何をしないといけないの？

どのような洪水 どんな頻度で

必要な情報

実感のある表現

住 民

水防警報

洪水予報

都道府県

どこで どのような洪水

必要な情報

実感のある表現

報道機関

洪水時の対応 都道府県・水防団

気象庁河川管理者

いつ
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１．洪水や渇水に関する情報提供の現状
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気象庁の発表する注意報、警報、情報

注意報
災害の起るおそれがある場合にその旨を注意して行う予報。
大雨注意報 大雨によって災害が予想される場合に行う。

洪水注意報 大雨、長雨、融雪などの現象により河川の水が増し、災害が起こると予想される場合に行
う。

警報
重大な災害の起るおそれがある旨を警告して行う予報。
大雨警報 大雨によって重大な災害が起こるおそれがあると予想される場合に行う。

洪水警報 大雨、長雨、融雪などの現象により河川の水が増し、重大な災害が起こると予想される
場合に行う。

気象情報
気象の予報などについて、一般および関係機関に対して発表する情報。

大雨に関連して発表する気象情報の種類
全般気象情報 日本国内の広い範囲で大雨となる可能性が高い場合に、その旨を予告する目的
で発表する情報。また、広い範囲で既に大雨となっているときにも、その状況と
今後の概括的な見通しを発表する。

○○地方気象情報 ○○地方における大雨の可能性、状況や今後の見通しのほか災害に対する注
意や警戒などを呼びかける。

○○県気象情報 ○○県における詳細な雨の状況や今後の見通しのほか、災害に対する注意や
警戒などを呼びかける。文章による情報のほか、きめ細かな状況や見通しにつ
いて画像を利用して発表する。

記録的短時間大雨情報 大雨警報を発表して警戒を呼びかけている最中に、数年に一度位しか現れない
ような1 時間雨量が観測されたときに「ある地域で記録的な大雨が降っている」
という主旨で発表する。

気象庁資料
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大雨、洪水注意報・警報の発表基準

下記のいずれかの条件になると予想される場合に発表

200mm
多摩西部 250mm

90mm
多摩西部 120mm

50mm  総雨量80mm
多摩西部 70mm

大雨警報

130mm
多摩西部 180mm

70mm
多摩西部 90mm 

30mm
多摩西部 50mm

洪水注意報

130mm
多摩西部 180mm 

70mm
多摩西部 90mm 

30mm
多摩西部 50mm 

大雨注意報

200mm
多摩西部 250mm

90mm
多摩西部 120mm

50mm  総雨量80mm
多摩西部 70mm

洪水警報

２４時間雨量３時間雨量１時間雨量

基準（雨量mm）注意報・警報

（東京地方の例）

（平成15年8月8日現在）

必要に応じて府県予報区をさらに細かく分けた
地域（細分）に発表することがある。

気象庁資料
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画像等を利用した気象情報の提供

気象庁資料
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国土交通省、都道府県と気象庁が共同で発表する指定河川の洪水注意報・警報

洪水情報は、洪水注意報、洪水警報の内容の軽微な修正や、注
意報と警報の補足説明が必要なときに発表される。

××川（指定河川）洪水情報

洪水予報指定河川に対して行う洪水警報。
洪水によって重大な水害の起こるおそれのある場合に、河川名を
冠して水位または流量を示して行う予報。
〇〇川洪水警報は、河川における洪水予報地点のいずれかの１
地点の水位が、すでに警戒水位をこえ、かつ危険水位程度もしく
は危険水位をこえる洪水となることが予想されるとき、または破提
等の重大な災害がおこるおそれのあるとき発表されます

××川（指定河川）洪水警報

洪水予報指定河川に対して行う洪水注意報。
洪水によって水害の起こるおそれのある場合に、河川名を冠して
水位または流量を示して行う予報。
〇〇川洪水注意報は、河川における洪水予報地点のいずれかの
１地点の水位が、警戒水位をこえる洪水となることが予想されると
き発表される。

××川（指定河川）洪水注意報

内 容種 類

危険水位：洪水により氾濫の恐れのある水位

平成１２年度の出水期より、全国の洪水予報指定河川において、より分かり易い洪水予
報を実施していくため、計画高水位という専門用語ではなく、河川の改修状況及び過去

の洪水による被害の状況等を勘案して洪水により氾濫の起こる恐れがある水位を定め
た「危険水位」を用いることとした。

警戒水位：水害に備えて、水防団が出動し、河川の警戒にあたる水位
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指定河川の洪水予報文

（予想文）
庄内川の水位は12日7時には、次のように見込まれます。

(1)志段味水位観測所・・・で6.10m程度
(2)枇杷島水位観測所・・・で9.30m程度

（注意事項）
今回の出水は平成03年8月の台風18号を上回る規模と
見込まれます。
枇杷島付近の水位は今後もこの水位が続くと予想され
ます。
特に下流部では引き続き危険な状態が続きますので厳
重な警戒をしてください。
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治水対策の説明

河川整備計画の目標

「最上川」

村山及び置賜地域で戦後に起きた最大規模の洪水である昭和42年８月洪水（羽
越豪雨）と、最上及び庄内地域で戦後に起きた最大規模の洪水である昭和44年８
月洪水の二つの洪水と同等規模の洪水が再び発生した場合に想定される住家へ
の氾濫被害を防ぐとともに、農耕地については平成９年６月洪水と同等規模の洪
水による冠水を極力軽減させることを整備目標とする。

「白川」

近年発生した洪水である昭和55年８月30日洪水、平成２年７月２日洪水と同程度
の洪水を安全に流すこととして、基準地点である代継橋地点での流量2,300m3/sを
洪水調節施設で300m3/s調節し、 2,000m3/sの流量が安全に流下できる河道とする
こととします。この洪水はおおむね20～30年に１回の確率で発生する規模です。

治水安全度1/20～30の確保や、既往最大洪水対応等はいずれも河川の側か
らみた整備の目標であり、これらの整備が住民にどのような効果をもたら
すのかが住民に十分伝わっていない。
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洪水に関する情報提供・共有の課題

緊急時の情報提供
住民にとって身の回りの危険性が分かるような浸水に関わる情報が
出されていない。（低地の浸水という一般的表現）

特に、それぞれの時点で住民は何をすべきであるかの情報が出され
ていない。（避難、家財道具の移動）

また、住民が必要とするタイミングで情報が出されていない。

その結果、住民にとって、適切な避難行動等を促すような実感を伴
う必要な情報となっていない。（洪水予報等は河川水位での情報提
供）

平時の情報提供・共有
住民自らが住まい方の工夫を行えるように、その地域の水害に対す
る危険性や整備による効果の情報の提供・共有ができていない。



13

渇水対策協議会等による情報提供

■主な情報提供の内容

□○○川水系の節水について
□○○ダムの渇水対策について
□○○用水の水源状況について
□○○川水系渇水調整連絡会（協議会）の開催結果について

■ 提供のスタイル

降雨量、ダム、河川の現状と現状に至る経緯

現状の降雨状態が続いた場合のダム、河川の状況

（予想されるダム、河川の状況により危惧される被害）
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渇水時における情報提供 矢作川の事例

｢平成6年度 矢作川水系の節水について｣の記者発表資料

貯水量の見通しのみを表現

貯水量がゼロとなると予想
されることから…節水強化
を図ることを決定しました。
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渇水時における情報提供 利根川の事例

｢平成13年度 第1回利根川水系渇水対策連絡協議会の開催について｣の記者発表資料

住民への呼びかけの表現

…日常生活においても
「風呂水の有効利用」
「水の流し放しはしな
い」等、限りある水資源
の有効活用に努め日頃
からの節水にご協力を
お願いいたします。
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利水対策の説明

河川整備計画等での記述

豊川用水では近年の少雨化傾向等とも相まって渇水時における取水制限が毎
年のように行われていることから、既得用水が１０年に１回程度発生する規模の
渇水時においても安定して取水できるように利水安全度の向上を図る。

徳山ダムの利水計画は、揖斐川の流水の正常な機能の維持と新たな都市用水
への補給を行うため、１０年に１回程度発生する規模の渇水時でも安定的に取水
できるよう計画されている。

利水安全度1/10の確保等はいずれも河川の側からみた整備の目標であり、
これらの整備が住民にどのような効果をもたらすのかが住民に十分伝わっ
ていない。
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渇水に関する情報提供・共有の課題

緊急時の情報提供
渇水に関する情報は、取水制限等の対策の決定など、行政サイドの
情報であり、住民の生活がどのように大変になるのか、住民がどう
すべきであるかいう情報となっていない。

例えば、時間断水となった場合に、住民はどのように対応すべきか
の情報になっていない。

渇水についての情報は、統一的な情報となっていない。
（河川管理者、ユーザー等による情報提供）

平時の情報提供・共有
それぞれの地方の渇水に対する実力、施設整備による効果の情報が共
有されていない。
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２．既往洪水における国民生活への影響



19出典：水害統計より国土交通省作成

最近10年の全国の水害の発生した市町村(1991年（平成3年）～2000年（平成12年）)

5ヶ年以上 水害の発生した市町村

3～4ヶ年 水害の発生した市町村

1～2ヶ年 水害の発生した市町村

0ヶ年 水害の発生した市町村

過去10年間に、日本全国の約3割の市町村で水害が発生
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水害による家屋被害の推移
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2000年(平成12年)9月台風14号と前線に伴う集中豪雨により
愛知県下で甚大な浸水被害が発生

氾濫面積：19ｋｍ２

避難住民：約2万9千人

浸水戸数：約18,100戸（床上浸水 約11,900戸、 床下浸水 約6,200戸）

被 害 額：約6,562億円（愛知県） （一般資産等被害 約6,314億円、公共土木施設被害 約209億円)

名古屋地方気象台の日雨量

※観測史上（明治24年から）第10位までの観測データ及び昭和36年以降の観測データより作成
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東海水害における住民の声 その1

平成１２年９月 東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書 群馬大学工学部建設工学科 都市工学講座 片田研究室より引用



23

東海水害における住民の声 その2

平成１２年９月 東海豪雨災害に関する実態調査 調査報告書 群馬大学工学部建設工学科 都市工学講座 片田研究室より引用
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浸水による生活への影響例（戸建て）
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浸水による生活への影響例（マンション）
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３．既往渇水における国民生活への影響
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人口が集中している大都市や瀬戸内海、離島において
渇水が多く発生

（注）１．国土庁調べ
２．1981年(昭和56年)から2000年(平成12

年) の間で上水道について減断水のあっ
た 年数を図示したものである。

資料：平成13年版「日本の水資源」（国土交通

最近20年の全国の渇水の発生状況
(1981年(昭和56年)～2000年(平成12年))

8ヵ年

4～7ヵ年

2～3ヵ年

１ヵ年

0ヵ年

省）
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渇水により国民生活や社会・経済活動に様々な影響が発生 その１

給食も牛乳だけになった高松市の小学校
（平成６年９月高松市）

長期間の渇水によって，学校給食は米飯給食か
らパン食となり，冷凍食品や果物の缶詰を利用
する節水メニューに切り替えられた。容器も洗
わなくて済む使い捨ての紙皿，紙コップが使用
され，弁当や水筒を持参とする学校も多かった。

（出典：「日本の水事情」平成9年11月（財）
河川情報センター）

断水強化でポリ容器に水をためる家庭
（平成６年９月福岡市）

福岡市では、断水時間が午後10時から翌日午前
10までの12時間に延長され、朝の生活時間帯を
直撃するため、市民は夕方から水をくみ置くな
どの自衛策に追われた。

（出典： 読売新聞H6.9.2） １２時間断水



29

渇水により国民生活や社会・経済活動に様々な影響が発生 その２

ひとり暮らしの障害者や高齢者は、水が運べないため、断水時は炊
事、洗濯に困り、トイレにも行けなくなってしまう。

（出典：朝日新聞
H6.9.19）

１９時間断水

（出典：朝日新聞H6.8.23）
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渇水による日常生活への影響例

渇水による日常生活への影響例渇水による日常生活への影響例

 ◆断水（９時間～１５時間）

 ◆断水（８時間以下）

 ◆減圧給水

早明浦ダム
（香川県 、平成 6年 ）

 ◆断水（１６時間～１９時間）

 ◆断水（２０時間以上） ◆断水（２０時間以上）

 ◆断水（１６時間～１９時間）

 ◆断水（９時間～１５時間）

 ◆断水（８時間以下）

 ◆減圧給水

早明浦ダム

（香川 県、平成 6年 ）

◆学校プール使用停止

◆湯沸かし器がつかない

牛乳だけの給

食

◆濁り水、一部出水不良

◆給水車出動、行列できる

◆一部断水で給水車出動

給水車 に行列

◆一般プール注水禁止

◆臨時給水所の設置 ◆水疎開

◆ミネラルウォーター、ポリタンクの購入、完売

◆学校給食の中止

◆パン主体の食事

◆出産、手術時間の限定

◆飲食店の営業時間短縮、休業が相次ぐ

◆節水の呼びかけ 節水の呼びか
け

◆噴水の停止

◆ため水用のポリ容器準備

◆温泉の営業時間短縮 ◆盆踊り大会の中止

◆一人暮らしのお年寄、重度障害者世帯にプラスチッ
クバケツを配布

◆水の汲み置き

◆風呂の水はつぎ足して使用

◆水道を使わないために蛇口のハンドルを取りはずす

◆医療機関への緊急給水体制の配備

◆洗濯の制限

◆魚による食中毒の続出

◆水の押し売り、水が盗まれる被害発生

◆自衛隊、警視庁、米軍による応援給水

◆医療活動への影響（手術できない、急患以外は休診）

◆入浴の回数制限

◆オフィスの冷水式クーラー停止

断水に備え る
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４．他の事例における情報提供の現状
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台風情報（強さと大きさによる階級分け ）

平成１２年６月１日から

気象庁資料

800以上超大型の台風

500以上～800未満大型の台風

500未満台風

基準

風速15m/s以上の
半径(km)階級

猛烈な台風

54.0 (105)以上

非常に強い台風
43.7 (85)～54.0 

(105)未満 typhoon (hurricane)

強い台風
32.7 (64)～43.7 

(85)未満

severe tropical 
storm

24.5 (48)～32.7 
(64)未満

tropical storm

台風

17.2 (34)～24.5
(48)未満

tropical depression熱帯低気圧17.2 (34)未満

国際分類日本分類
最大風速(m/s),
ｶｯｺ内はﾉｯﾄ

平成１２年６月１日から
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現在の震度階級

大きな地割れ、
地すべりや山崩
れが発生し、地
形が変わることも
ある

［広い地域で電気、ガス､水道の供
給が停止する｡］

耐震性の高い建物でも、傾
いたり、大きく破壊するもの
がある。

耐震性の高い住宅で
も、傾いたり、大きく
破壊するものがある。

ほとんどの建物で、壁のタイ
ルや窓ガラスが破損､落下す
る。補強されているブロック塀
も破損するものがある。

ほとんどの家具が大きく移動し、
飛ぶものもある｡

揺れにほんろうされ、自分
の意志で行動できない｡

６．５
～

7

ガスを地域に送るための導管、
水道の配水施設に被害が発
生することがある。
[一部の地域で停電する｡広い地域
でガス、水道の供給が停止するこ
とがある。]

耐震性の低い建物では、倒
壊するものがある。耐震性
の高い建物でも、壁､柱が
破壊するものがかなりある。

耐震性の低い住宅で
は、倒壊するものが
多い。耐震性の高い
住宅でも、壁や柱が
かなり破損するもの
がある。

多くの建物で、壁のタイルや
窓ガラスが破損、落下する。
補強されていないブロック塀
のほとんどが崩れる。

固定していない重い家具のほと
んどが移動、転倒する。戸が外
れて飛ぶことがある。

立っていることができず､
はわないと動くことがで
きない。

６．０
～
６．４

6
強

地割れや山崩れ
などが発生する
ことがある。

家庭などにガスを供給するた
めの導管、主要な水道管に被
害が発生する。
［一部の地域でガス、水道の供給
が停止し、停電することもある。］

耐震性の低い建物では、壁
や柱が破壊するものがある。
耐震性の高い建物でも壁、
梁（はり）、柱などに大きな
亀裂が生じるものがある。

耐震性の低い住宅で
は、倒壊するものが
ある。耐震性の高い
住宅でも、壁や柱が
破損するものがある。

かなりの建物で、壁のタイル
や窓ガラスが破損、落下する。

固定していない重い家具の多く
が移動、転倒する｡開かなくな

るドアが多い｡

立っていることが困難にな
る。

５．５
～
５．９

6
弱

家庭などにガスを供給するた
めの導管、主要な水道管に被
害が発生することがある。
［一部の地域でガス、水道の供給
が停止することがある。］

耐震性の低い建物では、壁、
梁（はり）、柱などに大きな
亀裂が生じるものがある｡
耐震性の高い建物でも、壁
などに亀裂が生じるものが
ある。

耐震性の低い住宅で
は、壁や柱がかなり
破損したり、傾くもの
がある。

補強されていないブロック塀
の多くが崩れる。据え付けが
不十分な自動販売機が倒れ
ることがある。多くの墓石が倒
れる。自動車の運転が困難と
なり、停止する車が多い。

棚にある食器類、書棚の本の
多くが落ちる。テレビが台から
落ちることがある。タンスなど重
い家具が倒れることがある。変
形によりドアが開かなくなること
がある。一部の戸が外れる。

非常な恐怖を感じる。多くの
人が、行動に支障を感じる

５．０
～
５．４

5
強

軟弱な地盤で、
亀裂が生じること
がある。山地で
落石、小さな崩壊
が生じることがあ
る。

安全装置が作動し、ガスが遮
断される家庭がある｡まれに
水道管の被害が発生し、断水
することがある。
［停電する家庭もある｡］

耐震性の低い建物では、壁
などに亀裂が生じるものが
ある。

耐震性の低い住宅で
は、壁や柱が破損す
るものがある。

窓ガラスが割れて落ちること
がある。電柱が揺れるのがわ
かる。補強されていないブロッ
ク塀が崩れることがある。道
路に被害が生じることがある｡

つり下げ物は激しく揺れ､棚に
ある食器類、書棚の本が落ちる
ことがある。座りの悪い置物の
多くが倒れ、家具が移動するこ
とがある。

多くの人が、身の安全を図
ろうとする。一部の人は、行
動に支障を感じる。

４．５
～
４．９

5
弱

電線が大きく揺れる。歩いて
いる人も揺れを感じる。自動
車を運転していて、揺れに気
付く人がいる。

つり下げ物は大きく揺れ､棚に
ある食器類は音を立てる。座り
の悪い置物が、倒れることがあ
る。

かなりの恐怖感があり、一
部の人は、身の安全を図ろ
うとする。眠っている人のほ
とんどが、目を覚ます。

３．５
～
４．４

4

電線が少し揺れる。棚にある食器類が、音を立てる
ことがある。

屋内にいる人のほとんどが、
揺れを感じる。恐怖感を覚
える人もいる。

２．５
～
３．４

3

電灯などのつり下げ物が、わず
かに揺れる。

屋内にいる人の多くが、揺
れを感じる。眠っている人
の一部が、目を覚ます｡

１．５
～
２．４

2

屋内にいる人の一部が、わ
ずかな揺れを感じる。

０．５
～
１．４

1

人は揺れを感じない。0～
０．４

0

地盤・斜面
ライフライン鉄筋コンクリート

造建物
木造建物屋外の状況

屋内の状況人間

計
測
震
度

震
度
階
級

気象庁資料より作成
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でんき予報

７／１５
(火)

<2003/07/15 9:00更新>

供給力 万kW

予想最
大電力

万kW(14
～15時)

(東京の最高気温 26oC)
前日の最
大電力

万kW(11
～12時)

(東京の最高気温 21.8oC)
現在の電力需要

＜節電のお願い＞

本日の電気の供給は余裕
があります。

申し訳ありませんが、引き
続きこの夏の節電にご協
力をお願いいたします。

(注)予想最大電力は、本日朝の気
象情報等に基づいて予想したもの
です。気象実況等によっては予想
値と実績値が異なる場合がありま
すのでご了承願います。

5,260

約4,200

3,942

東京電力HPより
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